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                                    Abstract 

An endangered cyprinid, Rhodeus ocellatus kurumeus, was newly found in a small pond in the 

Kako River System, Hyogo. This population is distinguishable from other populations in 

northern Kyushu by such morphological characteristics as an increased body thickness, and a 

greater number of branched soft rays of the dorsal and anal fins . These characteristics are 

similar to those of the population in the Osaka area. Also, they were confirmed genetically to 

be R. o. kurumeus by horizontal starch gel electrophoresis, directed particularly toward two 

enzyme systems, LDH and PGDH. 
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は じ め に

ニ ッ ポ ソバ ラ タ ナ ゴRhodeusoce〃atuskurumeusは

コ イ 目 コイ 科 タナ ゴ亜 科 に 属 し,琵 琶 湖 淀 川 水 系,香 川

県,兵 庫 ・岡 山 両 県 の 瀬 戸 内海 側,九 州 北 部 か ら報 告 さ

れ て い る(中 村,1963,1969;長 田,1989).し か し近 年,

1940年 代 は じめ に 長 江 か ら移 入 さ れ た ソ ウギ ョ等 の種 苗

に 混 入 して 関 東 地 方 に 入 り(中 村,1955),分 布 を 拡 大 し

て きた タイ リ クバ ラ タ ナ ゴRhodeUSoce〃alUSocellatUS

との 交 雑 に よ っ て 雑 種 化 し,純 粋 な ニ ッポ ソバ ラ タ ナ ゴ

は 種 族 維 持 の 危 機 に 瀕 して い る.現 在 で は,大 阪 府,岡

山 県,香 川 県 の一 部 の 水 域,お よ び 九 州 北 部 に わ ず か に

分 布 して い る の み で あ る(長 田,1989,1992).そ の た め,

レ ッ ドデ ー タ ー ブ ッ ク(日 本 の 絶 滅 の お そ れ の あ る野 生

生 物)(環 境 庁 編,1991)で は,絶 滅 危 惧 種 に 指 定 され て

い る.

筆 者 らは 最 近,兵 庫 県 三 田市 の溜 池 か ら本 種 と思 わ れ

る バ ラ タ ナ ゴを 多 数 採 集 し,外 部 形 態 の 検 討 お よ び電 気

泳 動 法 に よ る遺 伝 的 分 析 を 行 っ た.そ の 結 果,こ れ らの

バ ラ タ ナ ゴは ニ ッポ ソバ ラ タ ナ ゴ と同 定 され た の で 以 下

報 告 す る.

材 料 と方 法

採集は,兵 庫県三田市西部の山間部にある加古川水系

に属す る溜池(系 統保護のため具体的な池の所在地の記

載は行わない)(Fig.1)で,1996年7月26日 に行った.採

集にはセルビソを用いた.採 集 された53個 体のうち,成

熟個体と思われる婚姻色の現れた個体,ま たは産卵管の

Fig.1.採 集 地点

Collection sites of rosy bitterlings of present study. 

 1. Sanda , 2 . Yao , 3 . Hanyu .
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 Plate 1.

Plate　 1.三 田 市 で 採 集 さ れ た ニ ッ ポ ソ バ ラ タ ナ ゴ　 Rhodeus　 oce〃atus　 kurumeus　 from　 Sanda,　 Hyogo　 pref.,Japan.　 ToP-MNHA

　 　　 　 1014202,male,31.3mm　 SL;bottom-MNHA　 1014205,　 female,29.2mm　 SL.　 Scale　 bar　 indicates　 10　 mm.

Plate　 2.バ ラ タ ナ ゴ の 泳 動 像 遺 伝 子 座 は ゲ ル の 右 側 に 示 す.三 角 形 は 原 点 を 示 し,上 側 が 陽 極.　 Isozyme　 patterns　 of　 rosy

　 　　 　 bitterlings.　 Alleles　 are　 shown　 at　 the　 right　 side　 of　 each　 gel.　 Triangles　 indicate　 the　 sample　 origin.　 Anode　 is

　 　　 　 toward　 the　 toP.



痕 跡 が あ る個 体,あ わ せ て26個 体 に つ い て 雌 雄 を 確 認 し

た 後,標 準 体 長 と体 高 を ノギ スで 測 定,双 眼 実 体 顕 微 鏡

(40倍)を 用 い て側 線 有 孔 鱗 数 お よ び腹 鰭 前 縁 の 白色 部 の

発 現 状 況 を 観 察 した,そ の 後,す べ て の 採 集 個 体 を 一40

℃の フ リー ザ ー で 保 存 した.ア イ ソザ イ ム分 析 後,上 記

26個 体 に つ い て全 長,頭 長,吻 長.眼 径,頭 後 眼 部 長,

尾 柄 高,縦 列 鱗 数,背 鰭 尻 鰭 の 分 岐 軟 条 数 の 各 形 質 に つ

い て 再 測 定 を 行 っ た.測 定 を 行 っ た 個 体 の うち5個 体 を

10%ホ ル ム ア ル デ ヒ ド,さ ら に5個 体 を 以 後DNAの 抽

出 可 能 な100%エ チ ル ア ル コー ル で 固 定 した.固 定 標 本

は 兵 庫 県 立 人 と 自然 の 博 物 館(MNHA1014196-1014205)

の 登 録 標 本 と して 保 管 して あ る.

ア イ ソザ イ ム 分 析 に は50個 体 を用 い,水 平 式 デ ソプ ソ

ゲ ル 電 気 泳 動 法 に よ っ て 分 析 した.泳 動 用 試 料 は,眼 球

の 抽 出液 を 用 い,ニ ッポ ソバ ラ タナ ゴ と タ イ リ クバ ラ タ

ナ ゴで 対 立 遺 伝 子 が 置 換 し,両 バ ラ タ ナ ゴの 判 別 に 有 効

と報 告 さ れ て い る(上 野,1985,1987)乳 酸 脱 水 素 酵 素

(Lactatedehydrogenase;LDH)お よび,6一 フ ォ ス フ ォ

グル コネ ー ト脱 水 素 酵 素(Phosphogluconatedehydro-

genase;PGDH)の2酵 素 に つ い て 分 析 を 行 っ た.緩

衝 液 は ク エ ソ酸 一N-(3一 ア ミノ プ ロ ピル)モ ル フ ォ リソ

緩 衝 液ClaytonandTretiak(1972)の 変 法(Numachi

eta1.,1979)を 用 い た.対 照 試 料 と して,遺 伝 的 に 素

性 が 明 らか な(Nagataeta1.,1996)大 阪府 八 尾市 産 ニ ッ

ポ ソバ ラ タ ナ ゴ(1992年9月25日 採 集)と 埼 玉 県 羽 生 水 郷

公 園 内 の 池 産 タ イ リ クバ ラ タナ ゴ(1988年9月6日 採 集)

を 用 い た.

結 果

形態形質

採集された個体(Plate1.)の うち成熟 した26個 体(雄2

0個体,雌6個 体)の 標準体長の平均±SDは29.1±2.6

mmで あった.KimuraandNagata(1992)は ニッポソ

バラタナゴの学名変更にともない完模式標本および副模

式標本の外部形態を測定 し,大 阪府八尾市産のニ ッポン

バラタナゴとともに示 した.Table1に は,Kimura

andNagata(1992)に 示 された模式標本,八 尾市産の個

体,お よび,今 回三田市で採集 された個体の外部形態の

測定値を示 した.今 回採集 された個体は,筑 後川で採集

された模式標本個体に比べて体高が低 く,背 鰭,尻 鰭の

分岐軟条数,縦 列鱗数が多い傾向にあり,ま た,大 阪府

八尾市産の個体の特徴 とよく一致 した.側 線有孔鱗は観

察を行った26個体すべてで左右両体側ともに見られなかっ

た.ま た,腹 鰭前縁の白色部 もすべての個体で見られな

かった.

側線有孔鱗はニッポソバラタナゴでは,大 阪府産,香

川県産ともにまったく認められず,九 州産の一部にわず

かに有孔鱗が認めらる.ま た,タ イ リクバ ラタナゴでは

関東産ではすべての個体で有孔鱗が認められ,大 阪府産

では雌に有孔鱗を欠くものが小数あると報告 されている

(長田 ・立脇,1987).ま た,腹 鰭前縁の白色部は九州産

のニッポソバ ラタナゴでは,発 現するものがあり,大 阪

府産ではほとんど発現を しない(木 村,1987).こ れ らの

ことについて,Nagataeta1.(1996)は,白 色部の出現

 Table 1.  Proportional measurements and counts of type and non-type of Rhodeus kurumeus from Kurume,  Kyushu 

Island, specimens of R. ocellatus kurumeus from Sanda and Yao, central Honshu Is.

Mean values enclosed in parentheses.



状 況 と ア イ ソザ イ ム分 析 に よる 遺 伝 的 な特 徴 との 関 係 を

個 体 群 レベ ル で 比 較 検 討 した結 果,ニ ッポ ソバ ラ タ ナ ゴ

で は 白色 部 を 弱 く発 現 す る遺 伝 子 の 存 在 を 示 唆 して い る.

ま た,大 阪 府 産 の個 体 が 九 州 産 に 比 べ て 白 色 部 が 発 現 し

に くい の は,遺 伝 的 多 様 性 の喪 失 が 原 因 で は な い か と推

測 して い る.本 研 究 で は 側 線 有 孔 鱗,腹 鰭 前 縁 の 白色 部

と もに認 め られ ず,こ れ ら の形 態 的 特 徴 に よ り三 田市 産

バ ラ タ ナ ゴは ニ ッポ ソバ ラ タナ ゴで あ る と考 え られ る.

遺 伝 形 質

LDHは 脊 椎 動 物 で は そ れ ぞ れ に 独 立 した2つ の 遺 伝

子 座Ldh--1お よびLdh-2の 支 配 下 に あ る2種 類 の サ

ブ ユ ニ ッ ト1お よび2が 無 作 為 に結 合 した4量 体(テ ト

ラマ ー)で あ る こ とが 知 られ て い る(Markert,1963).今

回 の 分 析 で はLdh-1は 三 田産 バ ラ タ ナ ゴ,対 照 と して

用 い た 八 尾 市 産 の ニ ッ ポ ソ バ ラ タナ ゴ,お よ び 羽 生 市 産

の タイ リクバ ラ タ ナ ゴの す べ て で 同位 置 に バ ソ ドを 検 出

した.Ldh-2は,三 田市 産 で は 原 点 付 近 に バ ソ ドを 検

出 し,対 照 と して 同 時 に 泳 動 を 行 っ た 八 尾 市 産 の ニ ッポ

ソ バ ラ タナ ゴ と 同位 置 に 検 出 して い る.タ イ リクバ ラ タ

ナ ゴで は原 点 よ り陽 極 側 に バ ソ ドを検 出 し,明 らか に ニ ッ

ポ ンバ ラ タ ナ ゴの 検 出 位 置 と は異 な っ て い る(Plate2.).

Nagataetal.(1996)で は,ニ ッ ポ ソバ ラ タ ナ ゴ のLdh

-2は 原 点 よ り陰 極 側 に
,タ イ リ クバ ラ タ ナ ゴで は 陽 極

側 に バ ソ ドを 検 出 して い るが,本 研 究 で は 両 バ ラ タ ナ ゴ

と も泳 動 像 が 陽 極 側 に相 対 的 に 移 動 して い る.こ れ は,

電 気 泳 動 に 用 い た 緩 衝 液 が 組 成 は 同 一 で あ っ た が,

pHはNagataetal.(1996)で はpH6.0で あ った の に対 し,

本 研 究 で はpH6.5の もの を 用 い た た め と 考 え ら れ る.

PGDHは 泳 動 像 か ら1つ の 遺 伝 子 座Pgdhの 支 配 下 に あ

る2量 体(ダ イ マ ー)と 考 え られ る.Pgdhは,三 田市 産

で は 陽 極 側 に バ ソ ドを検 出 し,八 尾 市 産 の ニ ッポ ソバ ラ

タ ナ ゴ と等 しい 位 置(100)で あ っ た.タ イ リ クバ ラ タ ナ

ゴで は 明 ら か に ニ ッ ポ ソバ ラ タ ナ ゴの 位 置 よ り原 点 側

(85)に バ ソ ドを 検 出 し,ニ ッポ ソ バ ラ タ ナ ゴ と は 明 らか

に 異 な る位 置 で あ っ た(Plate2.).ま た,分 析 を行 っ た

2酵 素 と も遺 伝 的 変 異 は ま っ た く 見 ら れ な か っ た.

Nagataeta1.(1996)は 同 時 に ニ ッ ポ ソ バ ラ タナ ゴ と タ

イ リク バ ラ タ ナ ゴの 遺 伝 的 特 徴 を,水 平 式 デ ソ プ ソゲ ル

電 気 泳 動 法 を用 い14酵 素16遺 伝 子 座 に つ い て 分 析 した 結

果,2つ の遺 伝 子 座,Ldh-2,お よびPgdhの 対 立 遺 伝

子 の 完 全 な置 換 か ら2亜 種 を 識 別 す る マ ー カー に な る と

報 告 して い る.本 研 究 で この2種 類 の 酵 素 を 分 析 した結

果,2遺 伝 子 座 と も ニ ッポ ソバ ラ タ ナ ゴ と同 じ対 立 遺 伝

子 に 固 定 され て い た.

考 察

今回三田市で採集された個体は,側 線有孔鱗がまった

くなく,腹 鰭前縁の白色部の発現が見られないという外

部形態上の特徴,お よび,ア イソザイム分析による遺伝

的特徴から,ニ ッポソバラタナゴであることが示唆され

た.兵 庫県加古川水系の魚類の分布についてはこれまで,

水野(1977),建 設省(1995),増 田(1991)に よる報告等が

ある.ニ ッポソバラタナゴについての記録は,姫 路工事

事務所の1976年 の調査で一度採集 された記録が残ってい

る(建設省,1995).し か し,そ の翌年以降のバラタナゴ

の記録はすべてタイリクバラタナゴとなっている.ま た,

ニッポンバラタナゴとタイリクバラタナゴお よびその交

雑個体の同定は外部形態のみでは非常に難 しい.現 在で

は本研究でも用いた生化学的な手法も同時に用いて同定

を行 う(Nagataetal.1996).こ のようなことか ら1976

年に採集 されたバラタナゴが純粋なニ ッポソバラタナゴ

であったかは疑問である.よ って,今 回採集 されたニッ

ポソバラタナゴは加古川水系か らの純粋なニッポソバラ

タナゴの初めての確実な採集記録と考えられる.今 回ニッ

ポソバラタナゴが採集 された溜池では,ニ ッポソバラタ

ナゴの他に,シ ロヒレタビラ,イ チモソジタナゴの合計

3種 の タナゴ亜科魚類が生息 していた.し か し,こ の溜

池に複数の種類の タナゴ類が生息す るような環境の多様

性は認めがたい.ま た,こ の溜池に生息する3種 類のタ

ナゴの うち,シ ロヒレタビラは主生息地である琵琶湖を

除 くと,河 川敷内の池や本流か ら引かれた潅概用水路に

すむ(長 田,1989)比 較的流水域を好む種類である.こ れ

らのことから今回新たに見つかった生息地のニッポソバ

ラタナゴを含む3種 が天然分布か否かについて,今 後さ

らに詳 しい調査研究が必要である.
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